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　第２次ビジョンの期間においては、上下水道事業の安定経営を維持しながら、施設の計画的な更新
による耐震化や災害時等の初動体制の習熟を図ることにより、強くしなやかな上下水道を構築し、市
民の皆様が将来にわたり、安心して上下水道を利用できる基盤を固めます。
　第２次ビジョンの目的とあるべき姿を明らかにするため、次の基本理念を掲げます。

　基本理念を実現するための具体的施策の柱として、次の３つの経営方針を設定します。
❶安心、安全でおいしい水を安定的に供給します。

❷快適で衛生的な生活環境の充実を図ります。

❸持続可能な経営を実現するため、多様な経営手法を駆使して、経営の効率化、安定化を図ります。

Ⅲ 基本構想

施策体系の階層構造

基本理念に基づく経営方針2

施策の体系3

基本理念1

強くしなやかな上下水道を構築し、次世代へ安心を引き継ぎます。
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Ⅲ 基本構想

①　公共下水道（汚水）の整備 ア　下水道施設（処理場・管渠）の改築

イ　処理場における運転管理体制の充実

ウ　資源の循環

エ　処理場の統廃合と再編

オ　水洗化率の向上

カ　下水道整備困難地区の解消

ア　雨水幹線の整備

イ　合流式下水道の改善

ア　下水道施設（処理場・管渠）の改築（再掲）

イ　雨水幹線の整備（再掲）

ウ　合流式下水道の改善（再掲）

エ　防災対策の強化

人・モノ・カネの持続可能な一体的管理
（アセットマネジメント）の確立

新下水道ビジョン
（施　　策）

主要事業
（施策の方向）施　　策

第2次富山市
総合計画

（施策の方向）

非常時（大規模地震・津波・異常豪雨等）
のクライシスマネジメントの確立

水・資源・エネルギーの集約・自立・供
給拠点化

国際競争力のある技術の開発と普及展開

関連する計画
２　快適で衛生的な生活環境の充実を図ります。

健全な水環境の創造

汚水処理の最適化

雨水管理のスマート化

人・モノ・カネの持続可能な一体的管理
（アセットマネジメント）の確立

非常時（大規模地震・津波・異常豪雨等）
のクライシスマネジメントの確立

②　公共下水道（雨水）の整備

③　危機管理体制の強化

汚水処理施設
の改築

浸水対策の強化

浸水対策の強化

①　基幹施設の整備 ア　流杉浄水場の改築

イ　配水ブロックの整備

ウ　老朽基幹施設の改良

エ　工業用水道施設の更新の検討

ア　配水幹線の整備

イ　老朽水道管の整備

　　水質管理の充実

ア　流杉浄水場の改築（再掲）

イ　配水ブロックの整備（再掲）

ウ　老朽基幹施設の改良（再掲）

エ　工業用水道施設の更新の検討（再掲）

オ　防災機能の強化

新水道ビジョン
（取り組みの方向性）

主要事業
（施策の方向）施　　策

第2次富山市
総合計画

（施策の方向）

強靭・安全

強靭

強靭・安全

強靭

強靭

安全・持続

強靭・安全

強靭

強靭・安全

強靭・安全

強靭・安全

関連する計画
１　安心、安全でおいしい水を安定的に供給します。

②　信頼性の高い
　　配水システムの構築

③　水質管理の充実

④　危機管理体制の強化

安全でおいしい水の安定供給

安全でおいしい水の安定供給

　災害への対応機能の強化カ　応急給水体制の充実
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①　人材の確保・育成

②　効率的な組織体制の構築・
　　適正な人員配置

　　効率的な組織体制の構築・ 適正
　　な人員配置

③　適正な給与水準の維持 　　適正な給与水準の維持

新下水道ビジョン
（施　　策）

主要事業
（施策の方向）施　　策

新水道ビジョン
（取り組みの方向性）

関連する計画
３　持続可能な経営を実現するため、多様な経営手法を駆使
　して、経営の効率化、安定化を図ります。

⑦　環境負荷の軽減に配慮
      した事業の推進

　　環境負荷の軽減に配慮した事業
　　の推進 水・資源・エネルギーの集約・

自立・供給拠点化

国際競争力のある技術の開発
と普及展開

強靭・持続

⑥　お客さまサービスの向上 ア　インターネットを利用した水道
　　の使用開始・中止の受付

イ　料金収納サービスの向上

カ　上下水道事業に関するアンケート
　　調査の実施

キ　「とやまの水」ＰＲ事業 持続・安全・強靭

オ　上下水道事業に係る意見交換会
　　の開催 持続・安全・強靭

エ　施設見学の受入れ 持続・安全・強靭

国民理解の促進とプレゼンス
向上

ウ　情報提供の充実
持続・安全・強靭

⑤　財政基盤の強化

イ　企業債発行の適正な管理

ウ　収納率の維持・向上

エ　有収率の向上及び不明水の削減

オ　工事コストや維持管理費の縮減

カ　水洗化率の向上（再掲）

ア　適正な料金体系の検討 人・モノ・カネの持続可能な
一体的管理（アセットマネジメ
ント）の確立

持続

④　民間資金・ノウハウの
　　活用等 　　民間資金・ノウハウの活用等 持続

　　人材の確保・育成 人・モノ・カネの持続可能な
一体的管理（アセットマネジメ
ント）の確立

強靭・持続


